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◆
無
所
属
有
志
の
動
き

九
月
定
例
会
か
ら
無
所
属
議
員
が
二
人
増
え

て
十
人
と
な
っ
た
。
内
、
私
と
考
え
が
同
じ
か

近
い
議
員
五
人
で
定
期
的
に
勉
強
会
を
実
施
し

て
い
る
。
各
議
案
や
請
願
・
陳
情
、
発
議
案
等

採
決
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、
テ
ー
マ
を
決

め
て
外
部
講
師
や
各
部
局
員
を
招
い
て
勉
強
会

や
意
見
交
換
な
ど
。

先
回
は
、
各
部
局
よ
り
太
陽
光
発
電
の
農
地

利
用
に
お
け
る
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
、
次

回
は
副
知
事
と
の
意
見
交
換
。

五
人
の
無
所
属
議
員
と
の
協
議
で
勉
強
会
の

内
容
や
講
師
を
き
め
て
順
次
行
う
。

今
後
は
、
政
界
、
経
済
界
、
金
融
、
行
政
、

医
療
、
文
化
、
学
者
、
マ
ス
コ
ミ
・
・
・
等
、

幅
広
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
取
組
み
を
す
る
予
定
。

◯
無
所
属
有
志
の
メ
ン
バ
ー
五
人

村
上
市
岩
船
郡　
　

片
野　

猛　

三
期
議
員

妙
高
市　
　
　
　
　

横
尾
幸
秀　

二
期
議
員

新
潟
市
北
区　
　
　

石
塚　

健　

二
期
議
員

佐
渡
市　
　
　
　
　

佐
藤
久
雄　

一
期
議
員

五
泉
東
蒲
原
郡　
　

小
島
義
德　

二
期
議
員

以
上
、
五
人
で
様
々
な
課
題
に
対
し
て
現
在

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
長
岡
・
柏
崎
地
域

　
　

長
岡
大
手　
　

普
通　

七
学
級
↓
六
学
級

　
　

長
岡
工
業　
　

電
子
機
二
学
級
↓
一
学
級

　
　

栃
尾　
　
　
　

総
合　

四
学
級
↓
三
学
級

●
魚
沼
地
域　

変
更
な
し

●
上
越
地
域　

変
更
な
し

●
佐
渡
地
域

　
　

佐
渡
総
合　
　

総
合　

四
学
級
↓
三
学
級

○
中
高
一
貫
教
育
校
、
定
時
制
課
程
は
平
成

二
四
年
度
と
同
じ
募
集
学
級
数
と
す
る
。

○
全
日
制
課
程
募
集
学
級
定
員

四
一
七
学
級　

一
六
、
六
六
〇
人

○
定
時
制
課
程
募
集
学
級
定
員

二
〇
学
級　
　
　
　

七
〇
五
人

○
平
成
二
五
年
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
数　
　
　
　
　

  

二
二
、
三
五
六
人

○
公
立
、
私
立
高
等
学
校
の
全
日
制
課
程
・
定
時

制
課
程
の
募
集
定
員　
　 

二
二
、
二
五
五
人

平
成
二
四
年
三
月
の
中
学
校
卒
業
者
数

二
二
、
八
六
二
人

平
成
三
三
年
三
月
の
中
学
校
卒
業
者
推
計

一
八
、
六
三
八
人

今
後
、
九
年
間
で
中
学
卒
業
者
数
は
、

四
、
二
二
四
人
減
少
す
る

ち
な
み
に
、
私
が
中
学
を
卒
業
し
た
昭
和

五
〇
年
三
月
時
点
の
卒
業
者
数
は
、

三
八
、
三
三
三
人
で
し
た
。

◆
平
成
二
五
年
度
高
等
学
校
募
集
学
級
計
画

基
本
的
な
考
え
方

（
一
）
新
潟
県
と
し
て
の
課
題
等
や
時
代
の
要

請
を
踏
ま
え
て
、
学
校
・
学
科
の
再
編

整
備
を
推
進
す
る
。

（
二
）
旧
通
学
区
域
を
も
と
に
し
た
八
地
域
ご

と
の
中
学
校
卒
業
者
数
の
変
動
や
高
等

学
校
等
進
学
率
、
生
徒
の
地
域
間
の
移

動
等
を
勘
案
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
が

全
県
的
な
視
野
に
立
っ
て
学
校
選
択
で

き
る
よ
う
策
定
す
る
。

　

○
学
級
減　
　

一
三
校　
　

一
三
学
級
減

　

○
幕
集
定
員 　

五
二
〇
人
減

●
五
泉
・
新
津
地
域

　
　

五
泉
高
校　
　

総
合　

六
学
級
↓
五
学
級

　
　

新
津
南　
　
　

普
通　

六
学
級
↓
五
学
級

●
新
発
田
・
村
上
地
域

　
　

阿
賀
野　
　
　

普
通　

四
学
級
↓
三
学
級

●
新
潟
地
域

　
　

新
潟
南　
　
　

普
通　

九
学
級
↓
八
学
級

　
　

新
潟
江
南　
　

普
通　

九
学
級
↓
八
学
級

　
　

新
潟
商
業　
　

総
合
ビ
六
学
級
↓
五
学
級

●
三
条
・
西
蒲
地
域

　
　

西
川
竹
園　
　

普
通　

二
学
級
↓
一
学
級

　
　

分
水　
　
　
　

普
通　

四
学
級
↓
三
学
級

　
　

三
条
東　
　
　

普
通　

八
学
級
↓
七
学
級

平成 25年度県立高等学校等募集学級計画、無所属有志



新
潟
県
の
役
割

◆
将
来
の
日
本
を
見
据
え
た
新
潟
県

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
想
定
さ
れ
る
首
都
直

下
型
、
東
海
、
南
海
、
東
南
海
地
震
な
ど
、
近
い
間

に
起
こ
り
う
る
大
規
模
災
害
か
ら
、
国
民
の
生
命
財

産
を
守
る
緊
急
対
策
が
必
須
。
太
平
洋
国
土
軸
か
ら

日
本
海
国
土
軸
に
政
治
・
行
政
や
経
済
・
文
化
を
一

部
シ
フ
ト
し
、
リ
ス
ク
分
散
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
新
潟
県
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

一
、
日
本
海
側
の
道
路
・
航
空
・
新
幹
線
等
の
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

二
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
物
流
の
港
湾
航
路
機
能

の
強
化

三
、
政
治
行
政
シ
ス
テ
ム
の
分
散
受
入
整
備

四
、
企
業
の
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
移
転
受
入

五
、
経
済
や
文
化
な
ど
北
東
ア
ジ
ア
側
の
日
本
海

拠
点
と
し
て
整
備

六
、
食
料
生
産
基
地
と
し
て
の
農
業
・
農
地
の
整

備
確
立

七
、
四
季
に
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
の
活
用

八
、
新
潟
の
食
や
風
土
の
ブ
ラ
ン
ト
力
向
上

日
本
の
将
来
を
見
据
え
れ
ば
新
潟
県
の
役
割
は

益
々
重
要
と
な
る
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

（3）
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に
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
日
本
の
国
家
主
権
を
断

固
と
し
て
守
る
た
め
、
尖
閣
諸
島
及
び
そ
の
海
域

の
警
備
態
勢
を
見
直
し
、
南
西
諸
島
の
防
衛
を
強

化
す
る
な
ど
早
急
に
万
全
な
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
尖
閣
諸
島
は
歴
史
的
に
も
国
際
法
的
に
も
我

が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
領
土
問

題
は
存
在
し
な
い
と
い
う
明
確
な
事
実
を
国
際
社

会
に
示
す
外
交
努
力
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る

意
見
書
を
提
出
し
た
。

韓
国
大
統
領
に
謝
罪
と
発
言
の
撤
回
を

求
め
る
と
と
も
に
対
韓
国
外
交
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書　
抜
粋

政
府
は
、
不
必
要
な
謝
罪
談
話
や
、
韓
国
側
の

要
求
以
上
の
朝
鮮
王
室
儀
軌
の
引
渡
し
に
応
じ
る

な
ど
、
対
韓
融
和
路
線
を
と
り
続
け
て
お
り
、
韓

国
が
竹
島
へ
の
定
期
航
路
を
就
航
さ
せ
た
こ
と
に

対
し
て
も
事
前
に
抗
議
を
行
わ
な
い
な
ど
、
国
益

を
棄
損
す
る
対
応
を
し
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
韓

国
の
行
動
は
歯
止
め
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
こ
の
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
韓
国
に

対
し
、
我
が
国
の
断
固
た
る
抗
議
の
意
思
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
早
急
に
対
応
方
針
を
固
め
、
毅
然

と
し
た
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
国
会
並
び
に
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
韓
国
政
府

に
対
し
て
李
明
博
大
統
領
の
謝
罪
及
び
発
言
の
撤

五
泉
阿
賀
地
域
の
役
割

◆
将
来
の
新
潟
県
を
見
据
え
た
五
泉
阿
賀
地
域

北
東
ア
ジ
ア
や
日
本
海
国
土
軸
の
拠
点
と
な
る

べ
き
新
潟
県
で
、
こ
の
五
泉
阿
賀
地
域
が
目
指
し
果

た
す
べ
き
役
割
は
何
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
県
都
新
潟

市
の
東
側
に
隣
接
す
る
五
泉
市
と
阿
賀
町
の
現
況
は

一
、
県
都
新
潟
市
中
心
部
よ
り
三
〇
か
ら
五
〇
分

圏
内
の
近
距
離
が
活
か
せ
る
地
域

二
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
を
横
断
す
る
磐
越
自
動

車
高
速
道
の
沿
線
地
域

三
、
日
本
を
代
表
す
る
大
河
、
阿
賀
野
川
や
情
緒

あ
ふ
れ
る
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
を
有
す
る
観
光

地
域

四
、
緑
深
い
森
林
や
風
光
明
媚
な
自
然
景
観
に
恵

ま
れ
た
憩
い
の
地
域

五
、
特
色
あ
る
農
産
物
の
生
産
地
域

六
、
花
と
食
が
自
慢
の
地
域

七
、
隠
れ
た
歴
史
と
文
化
を
秘
め
た
地
域

八
、
伝
統
あ
る
地
場
産
業
が
あ
る
地
域

こ
の
地
域
が
担
う
役
割
は
、
地
の
利
を
活
か
し

た
総
合
観
光
産
業
だ
。
地
域
内
に
潜
在
す
る
観
光

資
源
や
社
会
基
盤
を
活
か
し
、
農
業
、
工
業
、
商

業
、
林
業
を
は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
が
い
き
づ
く

元
気
な
地
域
に
す
る
こ
と
だ
。

拉
致
事
件
を
棚
上
げ
に
し
た
協
議
な
ど
あ
り
得
な

い
。
日
本
人
の
遺
骨
収
集
や
墓
参
な
ど
も
重
要
な

懸
案
事
項
で
は
あ
る
が
、
北
朝
鮮
は
遺
骨
収
集
と

い
う
人
道
的
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
厳
し

い
日
本
の
国
内
世
論
を
懐
柔
す
る
ね
ら
い
が
あ
る

と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮

に
対
す
る
制
裁
の
強
化
を
免
れ
る
論
拠
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
拉
致
事
件
の
解
決
を
図
る
べ
く

交
渉
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
国
会

並
び
に
政
府
に
お
か
れ
て
は
、「
拉
致
問
題
の
解

決
な
く
し
て
日
朝
国
交
正
常
化
は
あ
り
得
な
い
」

と
の
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、
一
日
も
早
く
す

べ
て
の
拉
致
被
害
者
を
早
急
に
救
出
し
、
拉
致
事

件
の
解
決
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を

当
総
務
文
教
委
員
会
発
議
の
全
会
一
致
で
国
に
提

出
し
た
。

尖
閣
諸
島
に
係
る
領
土
の
保
全
に

関
す
る
意
見
書　
抜
粋

こ
の
た
び
尖
閣
諸
島
四
島
が
国
有
化
さ
れ
た
こ

と
は
、
領
土
保
全
の
趣
旨
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
国
有
化
に
対
し
て
不
当
な
領
有
権
を
主
張

す
る
中
国
は
、
様
々
な
対
抗
措
置
を
打
ち
出
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
設
の
整
備
な
ど

を
通
じ
た
尖
閣
諸
島
の
有
人
化
と
海
の
有
効
活
用

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
国
会
並
び

九
月
定
例
会
で
可
決
し
た
発
議
案

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

東
京
招
致
を
支
援
す
る
決
議

　抜
粋

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
日
本
が
世
界
平
和

と
人
類
の
調
和
を
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
を
示
す

だ
け
で
は
な
く
、
震
災
か
ら
立
ち
直
っ
た
姿
と

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
示
す
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
が
困
難
に
直
面
し
て
い

る
人
々
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
世
界
に

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
本
県

議
会
は
、
二
〇
二
〇
年
開
催
の
第
三
二
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
第
一
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
日
本
開
催
を
心
か
ら
希
求
す
る
と

と
も
に
、
東
京
都
の
招
致
活
動
を
全
面
的
に
支

援
・
協
力
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
の
一
刻

も
早
い
解
決
を
求
め
る
意
見
書　
抜
粋

拉
致
事
件
は
日
本
国
民
の
生
命
と
安
全
に
直
接

関
わ
る
国
家
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
日
朝
間
で
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回
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
韓
国
の
行
動
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ

Ｃ
Ｊ
）
へ
の
提
訴
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
韓
通
貨
交

換
協
定
更
新
の
見
直
し
な
ど
、
対
韓
国
外
交
の
総

合
的
見
直
し
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見

書
を
提
出
し
た
。

早
急
に
国
土
の
強
執
化
を
図
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書　
抜
粋

大
規
模
な
災
害
に
よ
り
困
難
な
状
況
に
な
っ
て

も
適
応
能
力
が
高
い
強
靭
な
国
と
す
る
た
め
に
、

太
平
洋
側
に
集
中
し
て
い
る
各
機
能
を
日
本
海
側

に
分
散
化
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
早
急
に

行
い
、
大
都
市
に
集
中
し
た
人
口
や
経
済
活
動
な

ど
を
地
方
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
土
強
靭
化
は
、
国
土
の
強
靭
化
投
資
を
政
府
主

導
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
有
効
需
要
創
出
に
よ
り

デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
国

会
並
び
に
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
な
が
ら
、
雇
用
促
進
を
図
り
、
デ

フ
レ
脱
却
の
切
り
札
と
な
る
国
土
の
強
靭
化
を
早

急
に
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
し
た
。

9 月定例会で可決した主な発議案新潟県の役割、地域の役割


